













ウンベルト・エーコといった現代イタリアの作家たちの作品や、オウィディウスからヴィクト ・ユゴ まで、望めばつね 渉猟 かなう古今の名作を、電子書籍のかたちでいつでも携行しているから 旅先であるなしを問わず、と に過ごす時間でいえば、かつてイタリア政府招聘留学生として暮らしたボローニャに持参したビュトールと池田浩士の比ではないだろう。
一九七七年春、はじめて長期留学の機会を得てから同年秋に渡伊するまで、さて何




















語の繰りひろ られる町、濃霧と煤煙の町ブレストンこそがじつ 主人公 えなくもない『時間割』は、わたしにとって、冬 憂鬱な空の下、町中をめぐる廻廊を抜けて、先頃この世を去った詩人ロベルト・ロヴェルシが営む古書店パルマヴェルデに通う道すがら視界を蔽っていた風景と重なり合って、ボローニャの物語でもあった。
そして『心変わり』は、二 称小説という実験はともかく、パリ、リヨン駅から









掛ったけれど、気恥ずかしくて、そんなボ ー ャで 話はできなかっ 。
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